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新春のお慶びを申し上げます。
　元日には、令和 ６年能登半島地震が発生し、
県内も日本海側に津波警報や注意報が発表され
最大震度 ４を記録しました。また、列島全域へ
の震度の影響や日本海側のほぼ全域に津波警報
や注意報が発表されました。大規模地震は、29
年前の阪神・淡路大地震を思い出し、自然災害
に見舞われるたびに人間の力が及ばない自然の
脅威を感じるとともに復興に向けた地域や人の
力強さも感じます。
　今年は、診療報酬、介護報酬、障害福祉サー
ビス等報酬改定のトリプル改定に加えて、第 ８
期保健医療計画、介護保険事業計画、健康増進
計画等が新たにスタートし、医師の働き方改革
なども同時に行われ、2025年・2040年問題を視
野に入れ、医療界にとっても大変重要な年にな
ります。
　医療を取り巻くさまざまなことが大きく変化
していく年でもありますが、歯科衛生士養成機
関では、2022年度に新たに改訂された教科書で
は、「歯科衛生」が定義され、理論と実践の両
面から探求する学問が「歯科衛生学」であると
し、基礎・臨床・社会歯科衛生学の ３つの分野
から構成されています。歯科衛生学の体系化も
提案され、日頃の身近な問題を見つけ、科学的
思考によって自ら問題を解決する能力を養い、
歯科衛生業務を展開していくことが求められて
います。
　昨年の11月19日開催しました「兵庫県歯科衛
生士会学術フォーラム」の歯科衛生学術研究会
においては、歯科衛生士養成機関 ３校より、教

員の先生方のご指導のもとに学生会員から貴重
な発表をしていただきました。
　今年も11月に「第11回兵庫県歯科衛生士会学
術フォーラム」歯科衛生学術研究会を計画して
いますので、研究の成果に期待しています。
　本会の令和 ６年度事業計画は、在宅歯科訪問
の更なる推進に向けた体制整備を行うととも
に、支部を中心として、復職支援講習会や歯っ
ぴいスマイルフェスティバルを開催する予定で
す。次年度事業に効率的につなぎ、職域の深化
や支部活動を強化することも目的に加えて、 ２
月に在宅訪問をテーマに兵庫県歯科衛生士セン
ター研修会、 ３月に口腔健康管理地域支援リー
ダー連絡会は地域における活動の共有、ブラッ
シュアップセミナーは能登半島地震の支援も含
めた災害支援をテーマに開催します。
　兵庫県歯科衛生士センターの運営は ５年目を
迎えます。今年に入り登録者は900名を超え、
学生登録者も100名を超えました。キャラクター
のぬいぐるみが誕生し、各地のイベントや保育
所、学校などで活躍し、歯科衛生士を目指す人
材の確保に向けて活躍し仲間づくりも目指しま
す。多方面で活躍しますので可愛がってくださ
い。
　来年は、創立60周年の記念事業を行いますの
で楽しみにしておいてください。
　学生の皆
さんのます
ますのご活
躍に期待し
ています。

医療界の重要な年に医療界の重要な年に
「歯科衛生学」の発表に「歯科衛生学」の発表に
期待期待 公益社団法人　兵庫県歯科衛生士会　

会長　高橋　千鶴
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神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科
3 年　中川　由奈

　学生最後の夏、私はアメリカ・シカゴでの海
外研修に参加しました。以前から海外に興味が
あり、自分の目で海外と日本の違いについて知
りたいと思ったからです。
　研修では、アメリカ歯科医師会や歯科関連企
業で、施設見学や実習体験をしましたが、特に
印象に残っているのは、大学で歯科衛生士学生
の実習を見学したことです。相互実習で局所麻
酔を行っており、日本とアメリカの歯科衛生士
の業務範囲の違いを再認識しました。臨床実習
では、学生のうちから患者担当制で歯周基本治
療を行うなど、実習で求められるスキルの高さ
に驚きました。また、学生は既に担当患者さん
と信頼関係を築いており、私が目指す「患者さ
んから信頼される歯科衛生士」にずっと近づい

ていて、衝撃を受けました。
　現地で直接見聞きし体験したことや学生との
交流を通して、多くのことを学ぶことができま
した。この貴重な経験を忘れず、常にスキルア
ップを心がけ、目指す歯科衛生士に向かって努
力したいと思います。

◆ 海外研修に参加して

大手前短期大学歯科衛生学科
２ 年生　一宮　かづき

　私は 1年次から産学連携活動に参加しまし
た。活動では、阪神タイガース歯ブラシの開発
に携わり、デザイン選定から価格帯、歯ブラシ
のPR方法の検討に関わりました。この活動を通
じて、歯科衛生士の活躍の場は広いと痛感しま
した。具体的には，歯科衛生士の就業先が歯
科医院や病院だけではなく、企業もあることを
知り、就職に対する選択肢が広がりました。11
月には、活動の成果発表として、歯科衛生士会
学術フォーラムに参加しました。友人と発表に向
けて原稿やスライドの作成、リハーサルを何度も
繰り返しておこないました。当日は、今までの練
習の成果を発揮して、満足のいく発表をすること
が出来ました。
　これから始まる臨床臨地実習では、学内実習
で学んだ知識や基礎的な技術を臨床現場で見学

し、理解を深めたいです。初めて体験すること
が多いため、友人と助け合い現場でしか学べな
いことを身につけて、将来に結び付けていきた
いと思います。

◆ 産学連携活動から学んだこと
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兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院
歯科衛生学科　53回生　三木　麗菜

　11月26日に明石市で開催された「2023　口腔
保健のつどい」に参加し、私は主にブラッシン
グ指導とフッ化物塗布コーナーを担当させてい
ただきました。
　ブラッシング指導では、子供たちの心に残り
今後も継続してもらえるブラッシング指導ができ
るよう試行錯誤しながら実習を行いました。
　またフッ化物塗布コーナーでは、実際に歯科
衛生士さんのもとで実習させていただき、専門

的な知識をどのようにわかりやすく伝えるか、子
供たちの中でもそれぞれの年齢層に合わせた声
掛けや子供と保護者のそれぞれに応じた指導方
法などを学ばせていただきました。
　イベントを通して、個々に応じた対応や指導の
必要性を強く実感するとともに、相手に伝えるこ
との難しさを感じ、どのように対応すればよいか
を考える貴重な実習となりました。この経験を活
かして、さらに理解を深めて残りの学院生活と
3 年次臨床実習本実習に繋げていきたいと思い
ます。

◆ 「2023 口腔保健のつどい」に参加して

　歯科衛生士を目指し、学院に入学してから 3
年が経とうとしています。入学当初から新型コ
ロナウイルス感染症の流行により、不安の多い
日々でしたが友人と高め合いながら多くの知識
や技術を身につけることができました。
　私は 3年間の中で病院実習が特に印象に残っ
ています。チーム医療の中での歯科衛生士の役
割や大切さについてたくさん学ぶことができま
した。実際に多職種連携の様子を見て、歯科衛
生士として何ができるかを考える機会となり、

改めて歯科衛生士の強みを実感しました。この
経験を通して、将来どのような歯科衛生士にな
りたいかを明確にすることができ、それに向け
て努力するきっかけとなりました。
　困難なことも多くあった 3年間でしたが、周
りの方々に支えられながら一つ一つ乗り越える
ことができました。学院生活での経験を大切に
し、理想とする歯科衛生士になり多くの方に貢
献できるように日々精進していきたいと思いま
す。

3 年間を振り返って
兵庫県立総合衛生学院歯科衛生学科

50回生　笹井　麻生
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　私は昨年、歯科衛生士を目指すべく神戸総合
医療専門学校に入学しました。子育てと両立さ
せながらのパートを10年ほど続けていました
が、子どもが大きくなり参加必須な行事も減っ
てきたので、一つ挑戦してみようと思ったのが、
入学のきっかけでした。
　歯科のことだけを勉強するのかとおもいき
や、化学、英語、心理学、倫理学…果てはマナー
について学ぶキャリアデザインの授業まで！　
こんなにカリキュラムがあるとは思わず、記憶
力があやしい年齢なので大変でした…。記憶で
きているかどうかは甚だあやしかったですが、
新しい知識を学んでいくのはとても楽しかった
です。
　わが子と同じ年代の子たちに交じっての受講
なので、なかなかに肩身が狭いというか浮いた
存在というか、気まずいスタートでした。人見
知りの激しい私は三年間誰とも馴染むことなく

すぎるだろうと思っていましたが、クラスの子
たちが気遣ってくれたおかげでなんとか馴染む
ことができているように思います。
　現在実習期間中なのですが、倒れずになんと
か頑張れているのはクラスの子たちの励ましや
連帯感があるからだと思います。来年は 3年生
になり実習漬けになるのですが、このクラスの
子たちと一緒なら乗り越えられそうな気がしま
す。

　私たちは 7月22日に本校で行われたオープン
キャンパスにて高校生と保護者を対象とした健
康教育を行いました。発表内容は、「むし歯を
倒せフッ化物パワー」を題名に、う蝕の成り立
ちとフッ化物の働きについて発表しました。
　私たちが最も力を入れたことは、発表してい
る中で何かひとつでも記憶に残るよう媒体を工
夫したことです。言葉だけではわからない部分
を自分たちで考えたキャラクターや見やすい色
を用いて媒体を作成しました。原稿の読み方で
は、先生からアドバイスをいただきながら聞い
ている方が理解しやすいように何度も練習を行
いました。
　発表後に記入していただいたアンケートには
「初めて知ったことがたくさんあった。」「絵や
写真があってわかりやすかった。」などの感想
があり、放課後に残って媒体作成や練習をして
よかったと感じました。

　今回健康教育という貴重な経験ができたこと
に感謝し、将来は一人ひとりに合わせた指導を
行える歯科衛生士になりたいです。

一念発起して入学

オープンキャンパスでの健康教育

神戸総合医療専門学校歯科衛生士科 　
2 年　中村　仁子

姫路歯科衛生専門学校　 　
2 年　亀井　みゅう、中塚　優菜
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